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第７回世界記録挑戦・結婚 50 周年お祝い部会 議事録 

開 催 日 時 令和２年１月 21 日（火）18：30～20：30 

開 催 場 所 知立市役所 現業棟 第８会議室 

出 席 者 ７名／９名 

欠 席 者 ２名／９名 （渡辺洋司委員、河原崎委員）  

事 務 局 政策係担当１名 

１．事務局からの連絡事項及びこれまでの部会の振り返りについて 

【世界記録挑戦について】 

・事務局より、検討事項となっていた下記の事項について報告。 

１－１．かきつばたホールの飲食について 

→パティオに確認し、特定的に許可が得られた。ギネスの会場にすることができる。 

 

１－２．当日のライブ中継について（資料１） 

 →キャッチに確認し、286,000 円の見積り。イメージはキャッチが撮影し、モニターに写す。モニ

ター前にスマホを三脚でセットしておき、ムービー撮影すると同時に YouTubeLive にアップする。

各参加者は各々のスマホでアップされた動画を見る（パケ代は参加者持ち）。 

 

１－３．挑戦エリアが階段等を含んだ監視員の配置について 

 →50 人に１人の監視員を置く必要があるが、死角が生まれる場合、その基準より増員して監視員を

配置すれば OK。ただ、階段は必ずしも NG ではないが、実際に配置計画を出してもらわないと回答が

難しい（→ひとまず、かきつばたホールの図面を送って回答待ちとなっている。入口と出口を決め

ないといけないので、その点も懸念事項）。 

 

１－４．世界記録挑戦参加者の年齢制限、事務局の人数（資料２） 

 →前記録保持団体「岐阜県瑞穂市商工会（柿リレー1,026 個・2016 年）」からの聞き取り内容等を

報告。年齢制限は中学生以上。事務局人数は 30人程であった。 

 

【結婚お祝い会について】 

１－５．お食事会時に演舞等を依頼できる団体のピックアップ（資料３） 

 

１－６．50 周年を振り返ることのできる DVD を業者に依頼したときの見積り（資料４） 

 →キャッチに確認し、411,840 円の見積り。高額だが、周年事業全体として 50 周年を振り返ること

のできる映像は必要という意見もあり、今後予算の流用も検討。 

 

１－７．パティオに行った際、長机のサイズ確認 

１－８．花しょうぶの平土間時のスペース確認 

 →２月 27 日（木）AM11:00～平土間見学可。事務局で確認予定。 

２．世界記録挑戦について 

・藤田屋の藤田専務と惣卜氏も出席し、大あんまきの提供及び提供の仕方（リレーで食べさせる際に
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こぼれるとチャレンジ失敗となるため）をご相談。 

→当日は大あんまきを無償で提供いただけることになった。カットは 12 分の１サイズで、カットも藤

田屋さんにお願いできることになった。1,101 人の３回までチャレンジすることを踏まえ、275 本程

度必要になることが見込まれる。 

・監視員の確保は、各団体に２名ずつ等、枠を設け依頼する。田口委員より銀行に掛け合ってもらえ

るとのこと。 

・年齢制限は、１時間以上待てることが必要になるため、中学生以上とする。事前に出欠席の意向ア

ンケートをする。 

・知立市内の従業員に商工会を通じ、参加を呼びかける。 

・かきつばたホールは３階を使わずにエントランスロビーと舞台を使う。ゴールは舞台とし、ゆる

キャラも集まってゴール時の映像を活気ある画にする。 

・当日は午前９時受付開始～、10時挑戦開始を予定。 

・文化協会で映像が得意な方がいるため、挑戦時の様子の撮影をお願いできないか確認する。 

３．結婚 50 周年お祝い会について 

・パティオ登録アーティストは報償費が高額のため、依頼しないこととする。 

・参加費無料の式典の際に神楽と文楽、食事会の際に演奏系（バイオリン、落語）を依頼できないか

事務局で確認する。特に、落語は愛知大学の落語研究会に年齢、結婚に合う話にしてもらえるか確

認する。 

・伊藤委員より、記念品として、バザール知立の左馬の茶碗を提供できるか確認してもらえるとのこ

と。→会議後、提供が難しいとの回答あり。 

４．その他 

・予算の確定をするため、費用がかかりそうな点を優先的に決定していく必要がある。 

・来年度部会を「世界記録挑戦」と「結婚 50 周年お祝い会」に分ける方針。４、５人増強し、部会を

分けたときにも１つの部会の人数程になるように調整する。 

５．次回会議候補日について 

次回会議までに事務局で下記の点を確認、準備する。 

【世界記録挑戦について】 

・かきつばたホールでの配置計画についてギネスの回答を委員に共有できるようにする。 

【結婚 50周年お祝い会について】 

・神楽、文楽、バイオリン、落語の出演を事前相談する。特に神楽はそもそも式典での演舞が可能な

のかどうかも確認する。 

 

・記念品は候補を出し合い決定していく必要があるため、委員に考えてきてもらう。 

 

 次回は令和２年２月 25 日（火） 18:30～ 第８会議室で開催する。 

 


